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井
奉
行
の
職
掌

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

近
世
の
地
域
社
会
に
は
、
村
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
組
合
が
存
在
し
た
。
例

え
ば
、
①
幕
藩
領
主
の
支
配
に
伴
う
組
合
村
や
、
②
用
水
や
入
会
地
の
管
理
・

運
営
の
た
め
に
村
々
が
結
合
し
た
組
合
で
あ
る
。
①
は
同
一
の
領
主
支
配
の

村
々
が
連
な
り
、
②
は
異
な
る
領
主
支
配
の
村
々
が
結
合
し
た
。
こ
の
よ
う

な
組
合
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
、
特
に
、
前
者
①
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
幕
領
組
合
村
や
藩
領
の
大
庄
屋
組
を
対
象
と
し
た
研
究

が
隆
盛
し
、
村
を
超
え
た
地
域
的
結
合
に
お
け
る
地
域
運
営
の
様
相
や
社
会
経

済
構
造
、
さ
ら
に
は
「
中
間
層
」
が
果
た
し
た
役
割
な
ど
が
解
明
さ
れ
て
き
て

い
る（

（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
主
に
扱
う
の
は
、
②
の
組
合
の
一
つ
で
あ
る
用
水
組

合
で
あ
る
。
用
水
に
関
わ
る
研
究
は
全
国
各
地
で
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
が
村
落
間
、
も
し
く
は
地
域
間
の
用
水
争
論
の
検
討（

（
（

で
あ
り
、
用
水

組
合
を
管
理
・
運
営
す
る
人
々
に
主
眼
を
お
き
考
察
さ
れ
た
研
究
は
乏
し
い
。

用
水
の
管
理
・
運
営
者
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
は
、
戦
後
す
ぐ
に
発
表

さ
れ
た
喜
多
村
俊
夫
氏（

（
（

の
成
果
が
重
要
で
あ
り
、
氏
は
、
全
国
各
地
の
事
例
か

ら
水
利
組
織
の
管
理
機
構
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
幕
藩
領
主
の
支
配
に

伴
う
組
合
村
の
「
中
間
層
」
の
役
割
が
盛
ん
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
昨
今
に

お
い
て
、
用
水
組
合
を
管
理
・
運
営
し
、
地
域
に
お
け
る
水
利
秩
序
を
維
持
し

て
き
た
人
々
の
機
能
や
役
割
を
今
一
度
検
討
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
。

　

こ
こ
越
前
に
も
、
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
用
水
組
合
が
存
在
し
、
用
水
を
管

理
・
運
営
す
る
人
々
が
存
在
し
た
。
な
か
で
も
十
郷
用
水
は
、
最
大
規
模
で

あ
っ
た
と
同
時
に
、
領
主
支
配
錯
綜
地
域
の
村
々
を
灌
漑
し
た
た
め
、
多
様
な

利
害
が
絡
み
合
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
用
水
を
管
轄
し
た
井
奉
行
は
、
広
範

囲
の
村
々
と
複
数
の
領
主
の
間
で
、
用
水
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た

井
奉
行
の
職
掌　
―
十
郷
用
水
の
管
理
・
運
営
を
担
う
人
々
―

黒　

滝　

香　

奈
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が
っ
て
、
井
奉
行
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
利
に
関
わ
る
諸
問
題
の
解

明
の
み
な
ら
ず
、
領
主
支
配
錯
綜
地
域
に
お
い
て
、
関
係
す
る
領
主
層
と
地
域

側
が
ど
の
よ
う
に
利
害
調
整
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
稿
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
様
相
を
解
明
す
る
前
段
階
と
し
て
、

井
奉
行
の
日
常
的
な
職
務
を
詳
ら
か
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

十
郷
用
水
や
井
奉
行
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
に
は
、『
福
井
県
史
』・『
鳴

鹿
村
誌
』
な
ど
の
自
治
体
史（

（
（

・
み
く
に
龍
翔
館
図
録
『
十
郷
用
水
も
の
が
た
り
』

（
以
下
、
み
く
に
龍
翔
館
『
図
録
』
と
略
記
）（

（
（

の
ほ
か
、
西
節
子
氏
に
よ
る
論

考
が
あ
る（

（
（

。
西
氏
は
、①
一
七
世
紀
後
半
に
近
世
的
村
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
、

②
そ
れ
を
基
盤
と
し
、
一
八
世
紀
中
期
に
、
用
水
組
合
が
中
世
の
郷
的
結
合
体

か
ら
近
世
村
落
の
結
合
体
に
変
化
し
た
こ
と
、
③
そ
の
変
化
と
と
も
に
、
用
水

管
理
体
系
が
近
世
的
な
も
の
に
変
化
し
、
井
奉
行
の
性
格
も
変
容
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
西
氏
の
研
究
に
お
い
て
も
、
井
奉
行
の
職
務
に
触
れ
ら
れ
て

は
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
史
料
的
典
拠
を
示
し
な
が
ら
、
よ
り
細
か
く
検
討
し
、

井
奉
行
の
職
掌
の
再
検
討
を
行
う
。

　

主
な
使
用
史
料
は
、
土
肥
家
文
書
と
大
連
家
彦
兵
衛
家
文
書
（
ど
ち
ら
も
福

井
県
文
書
館
寄
託
）
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
中
の

「
用
水
御
用
記
録
」
と
「
家
秘
簿
」
を
多
く
使
用
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
国

文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る「
越
前
史
料
」中
に
、大
正
期（
一
九
一
二

～
一
九
二
六
）
に
記
さ
れ
た
謄
写
本
が
あ
る（

（
（

。
前
者
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
井
奉
行
と
し
て
の
役
用

記
録
で
あ
り
、
後
者
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

の
文
書
を
も
と
に
、
万
延
元
年
に
大
連
国
政
が
編
年
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
十
郷
用
水
の
管
理
者
で
あ
る
井
奉
行
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
史
料
上

「
井
番
」「
井
頭
」「
井
守
」
な
ど
が
散
見
さ
れ
多
様
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
す

べ
て
井
奉
行
に
統
一
し
、
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

一　

十
郷
用
水
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
、
十
郷
用
水
の
基
礎
情
報
に
つ
い
て
概
括
し
て
お
き
た
い
。

　

１　

十
郷
用
水
の
成
立
と
流
路

　

本
節
は
、
自
治
体
史
と
み
く
に
龍
翔
館
『
図
録
』（

（
（

に
拠
り
な
が
ら
述
べ
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

　

十
郷
は
、
本
庄
郷
・
溝
江
郷
・
新
郷
・
大
味
郷
・
細
呂
木
郷
・
大
口
郷
・
新

庄
郷
・
兵
庫
郷
・
関
郷
・
荒
井
郷
を
一
括
し
た
地
域
の
総
称
で
あ
り
、
興
福
寺

兼
春
日
社
領
河
口
荘
の
成
立
と
深
く
関
与
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
荘
園
の
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
、
平
安
末
期
か
ら
成
立
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
十
郷
用
水
の
存
在
が
あ
っ
た
。

　

十
郷
用
水
は
、
吉
田
郡
鳴
鹿
の
鳴
鹿
大
堰
で
九
頭
竜
川
の
水
を
取
水
し
、
新

江
口
で
新
江
用
水
と
分
流
し
、
そ
の
後
大
島
口
で
高
椋
用
水
と
分
流
、
神
明
井

口
を
通
過
し
た
後
は
、
一
番
堰
～
七
番
堰
と
赤
金
水
門
に
よ
っ
て
磯
部
用
水
に

分
水
さ
れ
、
横
落
堤
で
水
量
が
調
整
さ
れ
、
約
四
〇
か
村
か
ら
な
る
十
郷
用
水

を
潤
し
た
。
坂
井
郡
を
ほ
ぼ
北
西
に
向
か
っ
て
貫
流
し
、
河
口
荘
十
郷
の
う
ち

細
呂
木
郷
を
除
く
地
域
を
潤
す
越
前
最
大
の
用
水
で
あ
っ
た
。

　

鳴
鹿
大
堰
は
、
十
郷
用
水
全
体
に
関
わ
る
肝
要
な
堰
で
あ
り
、
下
流
の
村
々
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井
奉
行
の
職
掌

の
多
様
な
利
害
が
絡
み
合
っ
た
。
神
明
口
は
、磯
部
・
十
郷
用
水
受
益
者
に
と
っ

て
重
要
な
堰
で
あ
っ
た
た
め
、
毎
春
、
井
口
に
溜
ま
っ
た
土
砂
を
取
り
除
き
通

水
を
よ
く
す
る
作
業
が
な
さ
れ
た
。
横
落
堤
は
、
十
郷
用
水
の
水
量
を
調
整
す

る
施
設
で
あ
り
、
用
水
不
用
の
時
に
は
、
堤
を
崩
し
、
不
用
に
な
っ
た
水
を
兵

庫
川
に
流
し
、
春
に
な
る
と
再
修
築
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
十
郷
用
水

に
は
、
多
く
の
村
々
の
利
害
に
関
わ
る
構
造
物
が
存
在
し
た
。

　

な
お
、
十
郷
用
水
の
呼
称
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
史
料
上
で
は
、
十
郷
用

水
・
磯
部
用
水
・
高
椋
用
水
の
総
称
を
「
十
郷
」
と
記
す
場
合
が
多
々
み
ら
れ

る
た
め
、
本
稿
で
特
に
断
り
な
く
「
十
郷
用
水
」
と
称
す
場
合
は
、
十
郷
・
磯

部
・
高
椋
用
水
全
体
を
指
す
。
赤
金
水
門
以
下
の
十
郷
用
水
を
示
す
場
合
に
は
、

表 1　十郷用水の構成

掛高（石） 支配 掛高（石） 支配
福嶋 1172 丸岡藩領 上金屋 244 丸岡藩領
東長田 1250 幕領（舟寄） 樋爪 460 丸岡藩領
徳部田 1146 幕領（舟寄） 為安 175 丸岡藩領
下新上 577 幕領（葛野） 友末 397 丸岡藩領
上新上 1304 幕領（高森） 坪之内・

末広 483 丸岡藩領
上関 1550 幕領（葛野） 油為頭 385 丸岡藩領
下関 1360 幕領（葛野） 筑後 384 丸岡藩領
轟木 350 幕領（葛野） 端保 77 丸岡藩領
新町
（金津） 350 福井藩領 豊原高瀬 95 丸岡藩領

金津六日
町 1350 福井藩領 牛ヶ島 177 丸岡藩領
下兵庫 2460 幕領（石田） 儀間 796 丸岡藩領
大口中 407 幕領（石田） 吉政 720 丸岡藩領
倉垣内 446 幕領（石田） 南横地 302 丸岡藩領
東 680 幕領（石田） 福元 1308 丸岡藩領
西 550 幕領（石田） 一本田

三ヶ村 430 丸岡藩領
中野 399 松岡藩領 寅国 300 丸岡藩領
新用 220 幕領（葛野） 里窪 324 丸岡藩領
馬場 310 幕領（葛野） 五本 1105 丸岡藩領
東善寺 350 幕領（葛野） 上兵庫 2824 丸岡藩領
反白 490 幕領（葛森） 中浜 1260 丸岡藩領
大味 1720 幕領（葛野） 稲越 775 丸岡藩領
上番 2360 幕領（高森） 長屋 1605 丸岡藩領
中番 1900 幕領（石田） 石塚 741 丸岡藩領
下番 1140 幕領（石田） 千田 419 丸岡藩領
若宮 730 丸岡藩領 山窪 306 丸岡藩領
河原井田 220 幕領（葛野） 女ヶ谷 835 丸岡藩領
河間 808 幕領（石田） 田屋四垣

内 1453 丸岡藩領
玉ノ木 170 幕領（高森） 曽々木 365 丸岡藩領
蛸渡り 290 幕領（石田） 升田 122 丸岡藩領
宮ノ前 100 幕領（高森） 内田 293 丸岡藩領
蛸ノ渡 100 幕領（葛野） 小黒 1597 丸岡藩領
今市 368 幕領（石田） 大森 558 丸岡藩領
本堂 290 松岡藩領 猪爪 427 丸岡藩領
玉ノ江 260 幕領（石田） 里丸岡 350 丸岡藩領
中浜 1260 丸岡藩領 長畝 741 丸岡藩領
五本 1105 丸岡藩領 末政 604 丸岡藩領
上兵庫 2820 丸岡藩領 野中山王 543 丸岡藩領
稲越 770 丸岡藩領 板倉 720 丸岡藩領
長屋 800 丸岡藩領 下粂田 949 丸岡藩領
伊井 400 幕領（葛野） 荒井 877 高柳領（旗本本多大膳）
河和田 400 幕領（舟寄） 高柳 473 高柳領（旗本本多大膳）
長畑 190 幕領（葛野） 四ツ柳 487 高柳領（旗本本多大膳）
定宗 150 幕領（葛野） 領家 328 高柳領（旗本本多大膳）
新（野中） 73 幕領（石田） 寄永 94 高柳領（旗本本多大膳）
野中 432 幕領（石田） 計51か村 27908
今井 585 松岡藩領
藤沢 246 幕領（高森）

計47か村 36408

掛高（石） 支配
長崎高瀬 455 丸岡藩領

掛高（石） 支配 新（安田） 455 松岡藩領
四郎丸 250 丸岡藩領 下安田 535 松岡藩領
今市 410 福井藩領 正蓮花・

寄安 1502 丸岡藩領
磯部嶋 200 福井藩領 境・為国 1000 丸岡藩領
四ツ柳 130 丸岡藩領 沖布目 1057 丸岡藩領
上安田 870 福井藩領 宮領 500 幕領（高森）
八町 100 福井藩領 田嶋 500 幕領（舟寄）
二ツ屋 64 福井藩領 中筋 1550 幕領（舟寄）
中（金元） 120 福井藩領 北横地 1260 幕領（舟寄）

楽間 370 福井藩領
伏屋・
三本木・
赤坂

800 福井藩領

計9か村 2514 計15か村 9614

十郷磯部籠組之村々

十郷用水掛り村々 高椋用水掛り村々

磯部郷用水懸り村々

典拠：享保 5 年「鳴鹿用水磯部高掠十郷掛所村々高人足帳」（大連彦兵衛家文書、138）より作成。「十郷磯
部籠組之村々」の領主支配と、「高椋用水掛り村々」の用水掛り高は、宝暦 3 年「鳴鹿用水懸り村高附帳」（土
肥家文書、43）を参照。
注 1：「幕領（舟寄）」など、丸括弧内の記述は代官所を示す。
注 2：「十郷用水掛り村々」の掛高の総計は、史料上は 36409 石であった。
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「
狭
義
の
十
郷
用
水
」
と
称
す
。

　

２　

十
郷
用
水
の
構
成
村

　

次
に
、十
郷
用
水
の
構
成
村
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。〈
表
１
〉（
前
頁
）に
は
、

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
時
の
各
村
の
領
主
支
配
、
用
水
掛
り
高
及
び
、
各
村

が
狭
義
の
十
郷
用
水
・
磯
部
用
水
・
高
椋
用
水
の
い
ず
れ
に
属
し
て
い
た
か
に

つ
い
て
示
し
た（

（
（

。
併
せ
て
〈
図
１
〉（
次
頁
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
う
ち
、

「
十
郷
磯
部
籠
組
之
村
々
」
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
史
料（

（（
（

に
よ
る
と
、

す
べ
て
磯
部
用
水
に
属
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、〈
表
１
〉
中
の
「
十
郷
磯
部

籠
組
之
村
々
」
九
か
村
と
「
磯
部
郷
用
水
懸
り
村
々
」
一
五
か
村
、
計
二
四
か

村
を
磯
部
用
水
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

四
ツ
柳
村
は
丸
岡
藩
領
と
旗
本
本
多
大
膳
知
行
所
の
相
給
村
落
で
あ
る
た

め
、
磯
部
用
水
と
高
椋
用
水
に
属
し
て
い
た
。
ま
た
、
五
本
村
・
上
兵
庫
村
・

中
浜
村
・
稲
越
村
・
長
屋
村
は
、
十
郷
用
水
と
高
椋
用
水
の
両
方
に
名
が
み
え

る
。
こ
の
六
か
村
の
重
複
を
除
く
と
、
総
計
は
一
一
六
か
村
と
な
る
。
史
料
中

で
は
、「
百
拾
八
ヶ
村
組
合
」（

（（
（

（
宝
暦
期
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

こ
の
誤
差
は
、
枝
村
の
数
え
方
や
、
の
ち
に
井
下
に
組
み
込
ま
れ
た
村
々
に
起

因
す
る
と
考
え
る
。

　
〈
表
２
〉
を
用
い
て
、
十
郷
・
磯
部
・
高
椋
用
水
中
の
小
規
模
な
水
利
結
合

を
検
討
し
て
み
よ
う
。〈
表
２
〉
は
「
用
水
引
水
配
符
」
を
も
と
に
作
成
し
た
。

同
史
料
は
、
福
井
藩
の
用
水
奉
行
の
役
人
が
作
成
し
て
い
た
文
書
と
み
ら
れ
、

引
水
免
許
を
下
付
す
る
た
め
に
記
さ
れ
て
い
た
記
録
と
推
察
さ
れ
る
。よ
っ
て
、

主
に
福
井
藩
領
の
引
水
を
契
機
と
す
る
水
利
結
合
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
丸

磯部 高椋 十郷 その他

鳴鹿十郷 三本木、伏屋、赤坂 田屋四垣内（田屋、畠中、与
河、篠岡）、曽々木、女ヶ谷

十郷用水

中野、本堂、上新上、下新上、徳部田、東長田、福
嶋、長畑、定宗、河和田、長屋、伊井、上兵庫、下
兵庫、五本、倉垣内、中番、上番、下番、西、東、
大味、蛸ノ渡、河間、宮ノ前、中浜、藤沢、玉ノ
江、東善寺、反白、稲越、上関、下関、若宮、今
市、蛸渡り、新町（金津）、金津六日町、北金津、
鯉（西村枝村）

本庄郷用水
大口中、倉垣内、西、中野、大味、中番、下番、玉
ノ木、河間、本堂、今市、藤沢、玉江、蛸渡り、中
浜、宮ノ前

本庄東郷組合 倉垣内、大口中、東、西、上番、中番
本庄轟木江組合 上関、下関、轟木、上番、東、大口中
新江用水 伏屋、赤坂、三本木
兵庫川用水 荒井 蛸ノ渡、今井、野中
字神明口用水 北横地、正蓮花、中筋 南横地
字神明口川下 中筋、境、為国
字神明口下 定宗、長畑、河和田、長屋、伊井
楽間井口 田嶋 一本田三ヶ村、里窪
十郷用水之内関
用水井組

上関、下関、金津六日町、稲越、河原井田、新用、
高（馬ヵ）場、東善寺、反白、金津新町 池口

表 2　小規模な水利結合

典拠：年不詳「用水引水配符　三」（国文学研究資料館越前史料、請求記号 22 Ａ、史料番号 1301）より作成。
注：整合性を図るため、村名は〈表１〉に準拠し、適宜丸括弧内で補った。
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岡
藩
領
や
旗
本
本
多
大
膳
知
行
所
の
所
領
が
多
い
高
椋
・
磯
部
用
水
の
こ
と
は

詳
細
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、〈
表
２
〉
か
ら
、
小
規
模
な

水
利
結
合
の
お
お
ま
か
な
傾
向
は
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
十
郷
・
磯

部
・
高
椋
の
大
規
模
な
水
利
結
合
を
跨
い
で
結
合
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
、

ま
た
、〈
表
１
〉
と
照
ら
す
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
領
主
支
配
が
錯
綜
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
椋
・
磯
部
・
狭
義
の
十
郷
用
水
の
中
に
は
、

小
規
模
な
水
利
結
合
が
展
開
し
て
い
た
。

　

３　

十
郷
用
水
の
管
理
者
―
井
奉
行
―

　

約
一
一
八
か
村
か
ら
な
る
十
郷
用
水
の
管
轄
は
井
奉
行
が
行
っ
て
い
た
。

井
奉
行
の
呼
称
は
、「
家
秘
簿
」
の
記
述
を
辿
る
と
、
遅
く
と
も
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
に
は
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
用
水
を
管
理
す
る
役
職
は
、
さ
ら

に
古
く
か
ら
存
在
し
た
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
堀
秀
治
か
ら
本
庄
郷
下

番
村
百
姓
中
に
宛
て
ら
れ
た
定
書（

（（
（

に
は
、「
十
郷
井
水
鳴
鹿
横
落
普
請
之
儀
、

如
先
規
大
連
可
申
付
候
」
と
あ
り
、
十
郷
用
水
の
普
請
を
管
理
し
て
い
た
者
と

し
て
大
連
の
名
が
み
え
る
。
傍
線
部
「
如
先
規
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
郷
用

水
の
普
請
を
管
理
す
る
者
は
さ
ら
に
以
前
か
ら
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

井
奉
行
は
、
当
初
、
三
人
で
、
遅
く
と
も
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）

に
は
四
人
体
制
に
移
行
し
た（

（（
（

。
四
人
体
制
へ
の
移
行
後
、下
番
村
大
連
彦
兵
衛
・

同
村
大
連
三
郎
左
衛
門（

（（
（

・
上
金
屋
村
土
肥
三
五
左
衛
門
は
ほ
ぼ
世
襲
的
に
勤
め

た
が
、
も
う
一
名
に
つ
い
て
は
変
動
が
み
ら
れ
、
定
重
村
吉
田
家
や
南
横
地
村

七
右
衛
門
が
勤
め
て
い
た
。

　

近
世
に
入
る
と
、
井
奉
行
は
関
係
領
主
か
ら
給
米
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

典拠：「明治22年2月16日福井県令第十九号」（福井県文書館作成）を加工。〈表１〉をもとに色付け。 

注：便宜上、五本村・上兵庫村・中浜村・稲越村・長屋村は狭義の十郷用水、四ツ柳村は高椋用水として表記した。 

〈図１〉十郷用水組合の村  々

狭義の十郷用水 

高椋用水 

磯部用水 

図 1　十郷用水組合の村々
典拠：拠：「明治 22 年 2 月 16 日福井県令第十九号」（福井県文書館作成）を加工。〈表１〉をもとに色付け。
注：便宜上、五本村・上兵庫村・中浜村・稲越村・長屋村は狭義の十郷用水、四ツ柳村は高椋用水として表記した。
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六
十
六
巻
一
号

た（
（（
（

。〈
表
３
〉
の
よ
う
に
、
用
水
掛
り
村
々
を
治
め
る
領
主
が
高
割
で
給
米
を

負
担
し
、
そ
の
総
計
約
一
六
石
の
給
米
を
四
名
の
井
奉
行
に
分
配
し
て
い
た
。

そ
の
分
配
割
合
は
、
大
連
両
家
に
約
八
石
、
土
肥
家
に
約
五
・
五
石
、
吉
田
家

に
約
二
・
五
石
と
い
う
割
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
井
奉
行
は
①
幕
藩

領
主
に
公
認
さ
れ
た
役
職
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
支
配
管
轄
を
超
え
た
十
郷
用
水

全
体
の
管
理
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

関
係
領
主
に
よ
っ
て
給
米
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
用
水
の
維
持
・
管

理
は
、
領
主
に
と
っ
て
も
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
に
は
、
福
井
大
橋
の
普
請
に
あ
た
り
必
要
な
用
木
を
、
鳴
鹿
大
堰

を
開
け
て
通
す
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。
こ
の
際
、
福
井
藩
か
ら
事
の
次
第
を
知
ら
せ

る
書
付
は
、
ま
ず
大
連
家
に
出
さ
れ
た
。
こ
の
交
渉
に
あ
た
り
、
丸
岡
藩
へ
も

掛
け
合
う
必
要
性
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
大
連
三
郎
左
衛
門
が
土
肥
三
五
左
衛

門
へ
「
内
々
」
に
相
談
し
、
丸
岡
藩
の
役
所
へ
は
土
肥
か
ら
相
談
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
井
奉
行
は
業
務
遂
行
に
あ
た
り
関
係
領
主
と
や
り

取
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ

の
際
、
各
井
奉
行
が
連
絡
す
る

領
主
は
固
定
し
て
い
た
。
具
体

的
に
は
、
丸
岡
藩
と
は
丸
岡
藩

領
に
居
住
し
た
土
肥
家
・
吉

田
家
が
、
福
井
藩
や
幕
領
と
は

大
連
家
が
連
絡
を
行
っ
て
い

た
。
特
に
、
土
肥
家
の
居
村
で

あ
る
上
金
屋
村
は
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
か
ら
、
吉
田
家
の
居
村
で
あ
る
定
重
村
は
元
禄
八
年
か
ら
、
一
貫

し
て
丸
岡
藩
領
で
あ
っ
た（

（（
（

た
め
、
両
家
は
丸
岡
藩
の
井
奉
行
と
い
う
認
識
が
濃

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
史
料
中
で
、「
丸
岡
領
井
役
」・「
丸
岡
領
井
守
」

と
い
う
呼
称
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

福
井
藩
に
は
用
水
役
所
が
お
か
れ
、
用
水
奉
行
と
い
う
役
職
が
あ
っ
た
。
一

方
、
丸
岡
藩
に
は
、
分
限
帳（

（（
（

を
み
る
限
り
、
用
水
奉
行
と
い
う
、
藩
政
機
構
の

中
で
常
置
さ
れ
た
役
職
は
確
認
で
き
な
い（

（（
（

。
例
え
ば
、
神
明
井
口
を
め
ぐ
っ
て

生
じ
た
嘉
永
期
の
争
論
で
は
、
福
井
藩
の
用
水
奉
行
四
名
と
、
丸
岡
藩
藩
役
人

四
名
が
度
々
書
状
を
交
わ
し
た（

（（
（

。
こ
の
四
名
の
役
職
は
、分
限
帳
と
照
ら
す
と
、

勘
定
所
頭
取
が
二
名
、
郡
代
所
頭
取
が
二
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な

わ
ち
、
丸
岡
藩
の
藩
政
機
構
の
中
で
、
用
水
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
者
は
、

郡
代
所
と
勘
定
所
の
役
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

次
に
、
井
奉
行
各
家
の
基
礎
情
報
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

大
連
彦
兵
衛
家
の
持
高
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
約
一
一
・
九
石
、
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
約
三
六
・
五
石
で
あ
っ
た（

（（
（

。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
領

主
か
ら
由
緒
を
尋
ね
ら
れ
た
際
の
文
書（

（（
（

を
み
て
み
る
と
、彦
兵
衛
家
は
一
六
石
、

三
郎
左
衛
門
家
は
二
〇
石
の
村
高
を
所
持
し
て
い
た
が
、
す
べ
て
小
作
に
お
ろ

し
て
い
て
、「
百
姓
業
」
は
行
っ
て
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
史
料
か
ら

は
、
大
連
彦
兵
衛
家
の
身
分
的
特
権
に
関
し
て
、
①
昔
は
帯
刀
を
行
っ
て
い
た

が
、
当
時
は
他
国
へ
行
く
際
の
帯
刀
の
み
が
認
め
ら
れ
、
平
時
は
長
脇
差
を
許

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
門
構
え
と
敷
台
が
つ
い
た
居
宅
に
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
連
彦
兵
衛
家
は
、
文
政
四
～
安
政
二
年
（
一
八
二
一
～

一
八
五
五
）
頃
に
福
井
藩
の
大
庄
屋
を
勤
め
た（

（（
（

。

用水掛高
（石）

給米
負担高（石）

福井藩預領 18481 4.51
福井藩領 6898 1.68
幕領 8677 2.12
丸岡藩領 29304 7.15
旗本本多氏知行所 2281 0.56
旗本荻原氏知行所 698 0.17
総計 66339 16.19

表 3　領主による給米の負担割合

典拠：延享元年「御給米御割合帳」（大連彦兵衛家
文書、241）より作成。
注：「用水掛高」は少数第一位四捨五入、「給米」は
少数第三位四捨五入。
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土
肥
家
は
、
遅
く
と
も
享
保
期
以
降
、
丸
岡
藩
の
組
頭
（
大
庄
屋
）
を
勤
め

た（
（（
（

。
身
分
的
特
権
に
つ
い
て
は
、
木
戸
付
き
の
門
構
え
が
あ
る
居
宅
に
暮
ら
し

て
い
た
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
所
持
高
は
、
約
四
九
・
六
石
で
あ
っ
た（

（（
（

。

た
だ
し
、
度
々
逼
迫
し
た
経
済
状
況
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
事
例
か
ら

わ
か
る
。
文
政
一
一
年
に
は
、
家
を
売
り
払
う
ほ
ど
に
「
零
落
」
し
、
十
郷
惣

代
の
村
々
に
頼
母
子
を
願
い
、
各
村
は
銀
一
五
匁
ず
つ
拠
出
し
た（

（（
（

。
嘉
永
四
年

に
は
、
用
水
に
関
す
る
莫
大
な
訴
訟
経
費
が
か
か
り
、「
勝
手
向
不
如
意
」
に

な
り
、
門
構
え
な
ど
の
修
繕
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た（

（（
（

。

　

一
時
期
井
奉
行
を
勤
め
た
吉
田
家
や
南
横
地
村
の
七
右
衛
門
の
史
料
は
確
認

で
き
な
い
。
た
だ
、
吉
田
弥
三
右
衛
門
の
明
和
期
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
）
の

持
高
は
判
明
し
て
お
り
、
約
七
八
・
九
石
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
大
連
家
や
土
肥
家
に
は
、
十
郷
用
水
の
開
鑿
に
関
与
し
た
由
緒

が
あ
る
。
そ
の
由
緒
は
、
両
家
の
先
祖
が
米
穀
を
得
る
た
め
水
田
と
な
る
よ
う

春
日
明
神
に
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
、
お
告
げ
が
あ
り
、
春
日
明
神
の
使
者
と
思
わ

し
き
鹿
に
導
か
れ
た
。
そ
の
鹿
が
鳴
い
た
場
所
か
ら
、
鹿
に
導
か
れ
た
足
跡
を

掘
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
水
が
通
り
、
悉
く
水
田
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。こ
の
鹿
に
導
か
れ
た
者
に
つ
い
て
の
記
述
は
、各
家
の
史
料
に
よ
っ
て
区
々

で
あ
る（

（（
（

。
大
連
三
郎
左
衛
門
が
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
作
成
し
た
井
口

神
社
・
春
日
神
社
の
由
緒
書（

（（
（

で
は
、
彦
兵
衛
の
先
祖
国
等
と
三
郎
左
衛
門
の
先

祖
教
栄
で
あ
る
。
大
連
国
栄
（
彦
兵
衛
家
）
が
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
記

し
た
「
春
日
神
廟
記
」（

（（
（

で
は
、
彦
兵
衛
の
先
祖
国
等
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
土

肥
家
の
由
緒
書（

（（
（

で
は
、
土
肥
三
五
左
衛
門
と
、
南
横
地
村
七
右
衛
門
、
大
連
三

郎
左
衛
門
の
三
名
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
由
緒
書
の
記
述
に
相
違

は
あ
る
が
、
井
奉
行
を
勤
め
た
家
々
は
、
十
郷
用
水
の
開
鑿
に
関
与
し
た
か
、

も
し
く
は
、十
郷
用
水
が
開
鑿
さ
れ
た
当
初
か
ら
居
住
し
、用
水
維
持
に
携
わ
っ

て
い
た
と
い
う
由
緒
を
有
す
る
。

　

加
え
て
、
大
連
両
家
の
地
域
社
会
に
お
け
る
井
奉
行
や
大
庄
屋
以
外
の
役
割

に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
に
、
河
口
荘
本
庄
郷
の
式

内
社
井
口
神
社
の
旧
地
に
春
日
神
が
勧
請
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
十
郷
用
水

の
各
地
に
春
日
神
が
勧
請
・
分
祀
さ
れ
た（

（（
（

。
一
〇
社
あ
る
春
日
神
社
の
う
ち
、

筆
頭
格
で
あ
っ
た
本
庄
郷
の
春
日
神
社
の
神
職
は
、
中
世
か
ら
大
連
両
家
が
勤

め
て
い
た
と
い
う（

（（
（

。
こ
の
神
職
と
し
て
の
職
務
内
容
も
「
用
水
御
用
記
録
」
に

併
記
さ
れ
て
お
り
、
大
連
彦
兵
衛
は
春
日
神
社
の
神
職
を
勤
め
る
こ
と
を
井
奉

行
の
職
務
の
一
環
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
井
奉
行
は
ど
の
よ
う
に
十
郷
用
水
を
管
理
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

二　

井
奉
行
の
職
掌

　

本
章
で
は
、
井
奉
行
の
主
な
職
掌
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

１　

鳴
鹿
堰
・
横
落
堤
の
普
請
管
理

　

ま
ず
は
、
井
奉
行
の
日
常
的
な
職
務
で
あ
る
用
水
の
普
請
に
関
わ
る
役
割
を

検
討
す
る
。
こ
れ
は
、
鳴
鹿
堰
の
普
請
に
関
わ
る
役
割
と
、
横
落
堤
の
普
請
に

関
わ
る
役
割
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。前
者
は
井
奉
行
全
員
が
関
わ
っ
て
お
り
、

後
者
は
狭
義
の
十
郷
の
村
々
を
管
轄
し
た
大
連
両
家
の
み
が
関
わ
っ
て
い
た
。
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（
１
）
鳴
鹿
堰
の
普
請
管
理

　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
、
幕
領
本
保
役
所
か
ら
井
奉
行
大
連
に
対
し
、

鳴
鹿
堰
・
横
落
堤
に
関
わ
る
職
務
を
尋
ね
ら
れ
た
史
料
を
あ
げ
、
鳴
鹿
堰
の
普

請
の
行
わ
れ
方
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い（

（（
（

。

　
　
【
史
料
１
】（

（（
（

　
　
　
　
　
　

御
尋
ニ
付
書
附
を
以
申
上
候

　
　
（
中
略
）

　
　

一�

鳴
鹿
大
堰
所
御
入
用
藤
杭

（
マ
マ
）千

貫
目
・
杭
千
本
此
代
米
拾
六
石
弐
斗
八
升

五
合
、
鳴
鹿
用
水
掛
高
右
同
断
、
御
料
私
領
役
高
御
割
合
を
以
山
竹
田

村
へ
御
渡
被
遊
、
則
右
之
藤
杭
年
々
山
竹
田
村
ゟ
伐
出
シ
堰
所
相
勤
申

候
、
自
然
夏
中
洪
水
ニ
而
堰
所
損
候
節
、
弐
番
堰
迄
ハ
右
代
米
ニ
而
藤

杭
同
村
ゟ
指
出
シ
堰
所
繕
ひ
候
、
若
三
番
藤
杭
差
出
申
節
節（

衍
）ハ

、
右
御

渡
被
遊
候
外
ニ
代
米
拾
六
石
弐
斗
八
升
五
合
御
渡
被
遊
候
、
然
共
通
例

之
年
ハ
三
番
堰
藤
杭
受
取
申
事
ハ
無
御
座
候

　
　
（
中
略
）

　
　

一�

鳴
鹿
大
堰
所
普
請
幷
用
水
井
口
堀
之
義
、
十
郷
村
々
遠
方
ニ
付
毎
年
賃

銀
を
以
請
負
方
へ
相
渡
普
請
所
相
勤
申
候

　
　

�

右
之
通
鳴
鹿
横
落
用
水
役
前
々
ゟ
私
共
勤
来
候
、
此
度
御
尋
ニ
付
書
面　

之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　

宝
暦
九
年
卯
二
月　
　
　
　
　
　

坂
井
郡
下
番
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
連
彦
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
郡
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
連
三
郎
左
衛
門

　
　
　

本
保
御
役
所

　

前
年
に
、
当
該
地
の
幕
領
は
東
長
田
役
所
と
本
保
役
所
に
よ
る
支
配
と
な
っ

た（
（（
（

。
そ
の
際
、大
連
が
居
住
す
る
下
番
村
は
本
保
役
所
支
配
下
と
な
っ
た
た
め
、

本
保
役
所
か
ら
井
奉
行
の
実
態
を
尋
ね
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
条
目
か
ら
は
、
①
鳴
鹿
堰
の
普
請
に
伴
う
資
材
（
藤
や
杭
）
の
供
出
は
山

竹
田
村
に
頼
み
、
山
竹
田
村
に
は
代
米
を
払
っ
て
い
た
こ
と
、
②
そ
の
代
米
は
、

鳴
鹿
堰
か
ら
取
水
し
て
い
る
村
々
の
内
、
幕
領
・
諸
藩
領
の
高
割
で
、
各
領
主

が
山
竹
田
村
へ
渡
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
条
目
か
ら
は
、
鳴
鹿
大
堰
の

普
請
は
、
狭
義
の
十
郷
用
水
の
村
々
が
遠
方
で
あ
っ
た
た
め
、
賃
銀
を
払
い
請

負
人
に
任
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
鳴
鹿
堰
の
普
請
に
あ
た
っ
て
、
資
材
を
供
出
す
る
村
々
と
鳴
鹿

堰
の
普
請
を
行
う
請
負
人
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
普
請
の
請
負
人
、
資
材
供
出
者
、
井
奉
行
の
三
者
は
ど
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
で
職
務
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）の
「
家
秘
簿
」
の
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
【
史
料
２
】（

（（
（

　
　

一�

鳴
鹿
春
普
請
四
月
十
日
井
口
土
俵
入
、
十
一
日
大
割
、
十
二
日
丁
場
小

割
、
十
四
日
晩
方
手
堰
上
ル
、
十
七
日
ゟ
十
九
日
藤
杭
請
取
ニ
竹
田
へ

行
、
廿
一
日
ゟ
大
堰
所
へ
取
懸
り
五
月
三
日
迄

　

四
月
一
〇
日
に
は
、
鳴
鹿
堰
に
土
俵
入
れ
を
行
い
、
普
請
場
（
丁
場
）
の
割

り
付
け（

（（
（

を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
藤
杭
を
受
け
取
り
に
竹
田
村
へ
向
か
い
、

鳴
鹿
堰
の
普
請
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
。
各
工
程
に
は
、
井
奉
行
も
立
ち
会
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
史
料
２
】中
の「
藤
杭
請
取
ニ
竹
田
へ
行
」に
つ
い
て
、天
明
五
年（
一
七
八
五
）

に
作
成
さ
れ
た
「
鳴
鹿
井
口
掘
大
堰
御
普
請
所
諸
色
附
留
帳
」（

（（
（

（
以
下
、
天
明

五
年
「
普
請
附
留
帳
」
と
略
記
）
を
も
と
に
、さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　
【
史
料
３
】

　
　
　
　
　
　

指
上
申
一
札
之
事

　
　

一
藤
千
貫
目

　
　

一
杭
千
本

　
　

�

右
者
当
寅
用
水
鳴
鹿
大
堰
所
御
入
用
之
藤
杭
前
々
ゟ
御
定
之
通
、
我
々
竹

田
村
々
へ
罷
越
一
々
相
改
、
慥
ニ
請
取
、
則
井
下
村
々
ゟ
鳴
鹿
堰
所
へ
為

持
運
遣
申
処
仍
如
件

　
　
　
　

天
明
二
年
寅
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
弥
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
肥
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
連
彦
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

磯
山
茂
助
様

　

本
史
料
は
、「
御
定
」
の
藤
一
〇
〇
〇
貫
、
杭
一
〇
〇
〇
本
の
調
達
が
終
了

し
た
際
に
、
井
奉
行
三
名
か
ら
丸
岡
藩
の
藩
役
人
に
宛
て
ら
れ
た
藤
杭
受
取
手

形
で
あ
る
。
本
史
料
か
ら
は
、
資
材
の
改
め
を
井
奉
行
が
行
っ
て
い
た
こ
と
、

資
材
は
井
下
村
々
が
運
搬
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
井
下
村
々
」
は
、

天
明
五
年
「
普
請
附
留
帳
」
に
、「
山
竹
田
村
庄
屋
方
へ
藤
杭
請
取
ニ
請
負
之

者
共
指
遣
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
請
請
負
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

資
材
改
め
の
際
に
は
、
丸
岡
藩
の
役
人
が
立
ち
会
い（

（（
（

、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

頃
か
ら
は
福
井
藩
の
役
人
も
立
ち
会
う
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。

　

以
上
か
ら
、「
藤
杭
請
取
ニ
竹
田
へ
行
」（【
史
料
２
】）
を
よ
り
詳
し
く
み
て

み
る
と
、
資
材
の
運
搬
は
請
負
人
が
、
資
材
の
受
取
手
形
作
成
と
品
質
・
数
量

改
め
は
井
奉
行
が
行
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
資
材
供
出
者
と
普
請
請
負
人
の
実
態
を
検
討
し
て
い
く
。

　

資
材
の
供
出
者
は
、
前
掲
史
料
に
は
「
山
竹
田
村
」
と
あ
る
が
、
実
際
は
、

山
竹
田
村
・
山
口
村
・
吉
谷
村
な
ど
（
以
下
で
は
便
宜
上
、
山
竹
田
村
ほ
か
と

略
記
）
が
行
っ
て
い
た（

（（
（

。

　
【
史
料
１
】
に
あ
る
通
り
、
資
材
供
出
の
対
価
と
し
て
、
山
竹
田
村
ほ
か
に

は
関
係
領
主
か
ら
代
米
が
支
払
わ
れ
た
。山
竹
田
村
ほ
か
が
井
奉
行
に
宛
て
て
、

代
米
支
払
い
方
法
を
確
認
し
た
一
札（

（（
（

に
よ
る
と
、
代
米
の
支
払
い
ル
ー
ト
は
、

領
主
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
領
主
→
役
所
周
辺
の
村
々
の
村
役
人
→
山
竹
田

村
ほ
か
と
い
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
藩
役
人
か
ら
直
接
山
竹
田
村
ほ
か
へ
支
払
う

場
合
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
藤
杭
代
米
の
受
取
手
形
は
、
井
奉
行
が
用
水

掛
り
村
々
の
各
領
主
に
宛
て
て
作
成
し
て
い
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
山
竹
田
村
ほ
か
に

は
、
用
水
受
益
村
々
か
ら
も
「
藤
拾
貫
目
杭
拾
本
ニ
付
銀
八
分
宛
」（
時
期
に

よ
り
変
動
）
の
「
駄
賃
」
が
支
払
わ
れ
て
い
た（

（（
（

。

　

天
明
五
年
「
普
請
附
留
帳
」
に
よ
る
と
、
普
請
請
負
人
の
担
い
手
は
、
鳴
鹿

大
堰
付
近
村
々
の
百
姓
ら
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
狭
義
の
十
郷
用
水
の
普
請
請

負
人
は
、
金
屋
村
五
名
、
末
政
村
・
金
元
村
・
鳴
鹿
村
・
楽
間
村
・
松
岡
町
一

名
ず
つ
、
計
一
〇
名
が
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
等
を
束
ね
る
「
受
負
頭
」

が
十
郷
・
磯
部
・
高
椋
用
水
ご
と
に
い
た
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
場

合
に
は
、
十
郷
用
水
は
上
金
屋
村
三
郎
右
衛
門
、
磯
部
用
水
は
鳴
鹿
村
司
平
、

高
椋
用
水
は
鳴
鹿
村
条
右
衛
門
が
請
負
頭
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

普
請
請
負
人
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
天
明
五
年
「
普
請
附
留
帳
」
中
の
、「
惣
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受
負
共
」
か
ら
井
奉
行
へ
宛
て
ら
れ
た
「
請
負
申
証
文
之
事
」
か
ら
、
そ
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
当
寅
鳴
鹿
用
水
掘
堰
御
普
請
所
十
郷
・
磯
部
・

高
椋
三
ヶ
郷
ゟ
御
勤
可
被
成
所
、
夫
々
賃
金
相
定
土
俵
入
ゟ
掘
堰
藤
杭
持
運
等

迄
、
我
々
御
普
請
所
請
負
相
勤
申
候
」
と
あ
り
、
賃
金
を
も
ら
い
、
年
初
の
土

俵
入
れ
か
ら
藤
杭
運
搬
に
至
る
ま
で
普
請
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。「
我
々
御
普
請
所
ニ
詰
居
相
勤
可
申
候
」
と
あ
り
、
普
請
請
負
人
が
鳴
鹿

堰
の
そ
ば
に
常
に
留
ま
り
、
様
々
な
事
態
に
対
処
し
て
い
た
。

　

請
負
人
へ
の
賃
銀
に
つ
い
て
は
、毎
年
三
月
頃
に
、井
奉
行
宅
に
参
集
し
、「
高

百
石
ニ
付
、
銀
四
匁
三
分
、
鳴
鹿
普
請
誂
賃
銀
」
と
い
う
よ
う
に
各
村
か
ら
の

徴
収
額
を
決
定
し
て
い
た（

（（
（

。
そ
し
て
、
年
の
暮
れ
に
各
村
々
か
ら
井
奉
行
が
取

り
立
て
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
井
奉
行
か
ら
請
負
人
へ
渡
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
普
請
請
負
制
と
で
も
い
う
べ
き
シ
ス
テ
ム
は
、
遅
く
と
も
宝

暦
期
こ
ろ
に
は
確
立
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る（

（（
（

。
で
は
、
そ
れ
以
前
の
鳴
鹿
堰

普
請
の
仕
組
み
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。以
下
で
引
用
す
る
史
料
は
、

い
ず
れ
も
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
井
奉
行
が
作
成
し
た
「
鳴
鹿
用
水
方
万

留
万
歳
帳
」（

（（
（

（
以
下
、享
保
二
年
「
万
歳
帳
」
と
略
記
）
で
あ
り
、天
明
五
年
「
普

請
附
留
帳
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
享
保
期
と
天
明
期
の
仕
組
み
の
異

同
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
二
通
の
手
形
を

み
て
み
よ
う
。

　
　
【
史
料
４
】

　
　
　
　
　
　

請
取
申
藤
杭
代
米
之
事

　
　
　
　

合
米
壱
石
七
升
九
合
六
夕　

京
升

　
　
　
　
　

但
シ
御
料
御
直
段
米
壱
石
ニ
付
四
拾
九
匁
三
分
五
り
ツ
ヽ

　
　

�

右
者
鳴
鹿
用
水
堰
藤
杭
代
米
前
々
ゟ
高
割
を
以
被
下
置
来
候
通
、
高
懸
り

之
分
慥
ニ
請
取
申
所
仍
如
件

　
　
　
　

享
保
六
年
丑
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
重
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
弥
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
肥
三
五
左
衛
門

　

本
史
料
は
、
井
奉
行
が
作
成
し
た
藤
杭
代
米
の
受
取
手
形
の
写
し
で
あ
る
。

こ
の
記
載
の
の
ち
、「
右
弐
通
之
手
形
毎
年
相
納
、
松
岡
へ
指
上
候
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
松
岡
藩
へ
宛
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
【
史
料
５
】

　
　
　
　
　
　

請
取
遣
申
藤
杭
之
事

　
　
　
　

藤
千
貫
目

　
　
　
　

杭
千
本

　
　

右
之
藤
杭
我
々
立
合
申
慥
ニ
請
取
、
鳴
鹿
堰
所
へ
為
持
運
遣
申
候
所
相
違

　
　

無
御
座
候
、
為
其
判
形
指
上
申
所
仍
而
如
件

　
　
　
　

寅
ノ
五
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
連
三
郎
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
弥
三
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
肥
三
五
左
衛
門
印

　
　

�

右
之
通
享
保
七
年
寅
五
月
二
日
、
竹
田
・
山
口
村
ニ
而
書
付
相
調
、
福
井
・

丸
岡
御
両
所
之
御
立
合
役
人
中
へ
相
渡
し
候

　

本
史
料
は
、
井
奉
行
が
作
成
し
た
藤
杭
受
取
手
形
の
写
し
で
あ
る
。
井
奉
行

が
竹
田
村
・
山
口
村
で
こ
の
史
料
を
作
成
し
、
藤
杭
改
め
に
立
ち
会
っ
て
い
た

福
井
藩
・
丸
岡
藩
の
藩
役
人
へ
渡
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
藤
杭
は
、
天
明
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井
奉
行
の
職
掌

期
と
同
様
に
、
井
下
村
々
に
運
ば
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
資
材
供
出
を
め
ぐ
る
シ
ス
テ
ム
は
天
明
期
と
同
様
で
あ
る
。
藤

杭
や
代
米
の
受
取
手
形
は
井
奉
行
→
関
係
領
主
に
宛
て
ら
れ
て
お
り
、
数
量
改

め
は
井
奉
行
や
藩
役
人
が
立
ち
会
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　

天
明
期
と
異
な
る
の
は
、普
請
請
負
人
の
存
在
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
享
保
二
年
「
万
歳
帳
」
に
は
、
狭
義
の
十
郷
用
水
・
高
椋
用
水
・
磯

部
用
水
の
用
水
掛
高
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
高
椋
用
水
の
村
々
は
「
定

人
足
」
の
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鳴
鹿
大
堰
に
近
い
高
椋

用
水
の
村
々
が
人
足
を
出
し
て
普
請
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。よ
っ
て
、

「
普
請
請
負
制
」
の
原
型
と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
享
保
期
に
な
り
立
ち
つ
つ
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
鳴
鹿
堰
普
請
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
図
式
化
し
た
〈
図
２
〉
と
と
も

に
本
項
を
小
括
す
る
。

　

鳴
鹿
堰
普
請
に
必
要
な
資
材
の
供
出
は
山
竹
田

村
ほ
か
が
行
い
、
そ
の
資
材
は
普
請
請
負
人
が
運

搬
し
、
資
材
や
代
米
の
受
取
手
形
は
井
奉
行
が
関

係
領
主
に
提
出
し
た
。
資
材
の
受
け
取
り
時
に

は
、
丸
岡
藩
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
領
主
や
井
奉

行
が
立
ち
会
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
資
材
供
出

の
仕
組
み
は
享
保
期
か
ら
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
資
材
が
供
出
さ
れ
た
後
、
普
請
を
実
行
し
た
の

は
普
請
請
負
人
で
あ
り
、
彼
等
を
「
受
負
頭
」
が

束
ね
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
遅
く
と

も
宝
暦
期
に
は
確
立
し
て
い
た
が
、
享
保
期
に
は
そ
の
原
型
と
な
る
シ
ス
テ
ム

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
２
）
横
落
堤
の
普
請
管
理

　

先
述
し
た
通
り
、
横
落
堤
は
、
用
水
が
不
用
の
時
期
に
な
る
と
、
切
り
落
と

さ
れ
（「
水
戸
落
」）、兵
庫
川
へ
水
が
流
さ
れ
た
。
春
に
な
る
と
、再
び
修
築
（
築

立
）
さ
れ
、
こ
れ
は
「
水
戸
合
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
横
落
堤
切
落
し
と
横
落

堤
築
立
は
、
狭
義
の
十
郷
用
水
の
村
々
（
四
三
か
村
）
が
行
っ
て
い
た
。

　

毎
年
三
月
中
旬
（
次
第
に
早
期
化
、
二
月
上
旬
に
）
に
な
る
と
、「
江
中
寄

合
例
格
之
通
、
横
落
諸
色
相
談
ニ
寄
申
候
」（

（（
（

と
い
う
よ
う
に
、
四
三
か
村
で
寄

合
が
な
さ
れ
、
番
人
を
誰
が
勤
め
る
か
、
番
人
ら
が
詰
め
る
小
屋
の
建
設
を
誰

が
行
う
か
、
横
落
堤
水
戸
合
・
切
落
し
に
伴
う
人
足
・
経
費
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
た
。
こ
の
寄
合
は
、
安
永
六
年
頃
か
ら
「
春
寄
合
」
と
い
う
呼
称
が

定
着
し
た
。
寄
合
場
所
は
井
奉
行
の
居
宅
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

横
落
堤
の
水
戸
合
の
時
期
が
決
ま
る
と
、
十
郷
の
村
々
が
築
立
を
行
っ
た
。

当
初
は
、「
上
之
方
」「
下
之
方
」
と
二
手
に
分
か
れ
て
水
戸
合
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
足
が
度
々
争
論
を
起
こ
し
た
。
そ
の
た
め
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
に
横
落
築
番
上
下
組
合
か
ら
大
連
両
家
に
出
さ
れ
た
一
札
中（

（（
（

に

「
双
方
組
合
和
談
之
上
、
当
年
ゟ
築
番
当
り
上
下
と
年
番
ニ
仕
度
奉
存
候
」
と

あ
り
、
上
下
の
組
合
に
分
か
れ
て
、
年
番
で
普
請
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
際
に
は
、「
水
戸
合
之
義
ハ
、
両
大
連
様
任
御
差
図
無
滞
急
度
築
立
可
申
候
」

と
あ
り
、
大
連
両
家
の
指
図
に
従
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

堤
の
井
落
し
の
際
に
も
、
寄
合
が
な
さ
れ
た
。
大
連
が
小
屋
へ
「
例
格
之

関係領主

山竹田村ほか 井奉行

請負人

請取手形代米

資材

賃金 普請の請負

図 2
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六
十
六
巻
一
号

村
々
」（

（（
（

を
参
集
さ
せ
、
井
落
し
の
時
期
を
話
し
合
い
、
築
番
組
合
の
者
が
井
落

し
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
時
に
は
、
話
し
合
っ
て
決
め
た
日
よ
り
も
前
に
「
盗

切
」
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
堤
番
人
か
ら
井
奉
行
に
対

し
、
詫
証
文
が
届
け
ら
れ
た（

（（
（

。

　

以
上
か
ら
、
水
戸
合
・
井
落
し
に
際
し
て
は
、
井
奉
行
が
直
接
的
に
関
わ
る

こ
と
は
な
く
、
築
番
組
合
が
請
け
負
い
、
そ
の
監
督
を
井
奉
行
が
行
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
３
）
普
請
費
用
の
算
用

　

前
述
し
た
鳴
鹿
堰
・
横
落
堤
の
普
請
に
関
わ
る
費
用
の
計
上
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
用
水
御
用
記
録
」
に
は
、「
横
落
午
割
合
十
一
月
十
三
日
ゟ
十
五
日
迄
、
宿

彦
兵
衛
」
と
あ
り
、
毎
年
一
一
月
に
横
落
堤
普
請
の
費
用
の
算
用
が
行
わ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
横
落
堤
の
普
請
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
狭
義
の
十
郷

用
水
の
村
々
に
掛
か
る
経
費
の
算
用
で
あ
る
。享
保
四
年
の
勘
定
帳（

（（
（

に
よ
れ
ば
、

各
村
々
の
人
足
や
普
請
材
木
を
金
銭
で
勘
定
し
、
総
額
を
高
割
で
割
り
付
け
各

村
々
の
入
用
を
算
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
諸
雑
費
も
計
上
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
井
奉
行
大
連
彦
兵
衛
・
三
郎
左
衛
門
が
御
用
の
た
め
福
井
や

丸
岡
へ
赴
い
た
際
に
掛
か
っ
た
経
費
や
、
郷
中
寄
合
の
飯
代
、
大
連
か
ら
の
文

書
を
伝
達
す
る「
歩
」へ
の
経
費
、下
働
人
へ
の
賃
金
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

「
郷
中
相
談
之
上
如
此
」と
記
さ
れ
て
お
り
、こ
の
盛
は
郷
中
の
村
々
が
参
加
し
、

総
意
を
得
て
算
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
横
落
堤
の
普

請
入
用
の
算
用
は
、
毎
年
井
奉
行
宅
で
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、
す
で
に
享
保
期

に
は
、
郷
中
相
談
の
上
で
算
用
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

鳴
鹿
堰
の
普
請
費
用
の
算
用
に
つ
い
て
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
人

足
勘
定
帳（

（（
（

が
「
三
ヶ
郷
請
負
中
」
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
。
文
化
一
四
年
に

普
請
請
負
人
か
ら
井
奉
行
へ
宛
て
ら
れ
た
普
請
請
負
証
文（

（（
（

に
は
、「
其
日
〳
〵

之
着
到
帳
人
足
歩
付
増
減
等
迄
、
毎
晩
村
出
人
足
、
受
負
ゟ
井
役
中
江
立
会
帳

書
改
置
、
井
落
後
御
他
領
村
出
庄
屋
中
・
三
ヶ
郷
受
負
共
井
役
中
ゟ
申
触
レ
立

会
之
上
、
相
定
ル
割
合
ヲ
以
勘
定
指
引
可
仕
候
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
請
負

人
立
会
の
も
と
井
奉
行
と
共
に
日
々
の
人
足
数
を
帳
面
に
書
き
、
普
請
終
了
後

に
、
人
足
を
出
し
た
村
々
の
庄
屋
と
請
負
人
ら
が
立
会
の
も
と
、
井
奉
行
と
と

も
に
勘
定
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
的
制
約
上
、
各
算
用
過
程
に

お
け
る
、
算
用
者
と
立
会
人
の
関
係
は
、
右
記
以
上
に
解
明
で
き
な
い
が
、
鳴

鹿
堰
の
普
請
費
用
算
用
に
は
、
井
奉
行
と
請
負
人
が
関
わ
り
、
両
者
監
督
の
も

と
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

２　

用
水
争
論
の
処
理

　

十
郷
用
水
で
は
、
構
造
物
を
め
ぐ
る
争
論
や
、
引
水
・
排
水
を
め
ぐ
る
争
論

が
絶
え
な
か
っ
た
。
争
論
処
理
は
井
奉
行
が
対
応
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
十
郷
用
水
全
体
を
潤
す
鳴
鹿
堰
を
め
ぐ
る
争
論
に
際
し
て
の
井
奉

行
の
機
能
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
宝
暦
期
の
鳴
鹿
堰
切
落
し
出
入

は
、
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
論
考
が
あ
る（

（（
（

。
本
出
入
は
、
鳴
鹿
堰
の
す
ぐ
下

流
に
位
置
し
た
福
井
藩
領
五
領
ヶ
島
（
上
合
月
村
・
下
合
月
村
・
兼
定
嶋
村
・

末
政
村
・
渡
村
）
の
者
が
鳴
鹿
堰
を
切
っ
て
対
岸
の
山
へ
稼
ぎ
に
行
こ
う
と
し

た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
切
落
し
を
め
ぐ
る
十
郷
用
水
と
福
井
藩
五
領
ヶ
島
の
せ
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井
奉
行
の
職
掌

め
ぎ
合
い
は
、
足
掛
け
五
年
に
及
ぶ
争
論
と
な
っ
た
。

　

こ
の
争
論
が
生
じ
た
際
、
井
奉
行
は
、
福
井
藩
用
水
奉
行
へ
事
の
次
第
を
知

ら
せ
る
願
書（

（（
（

を
提
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
鳴
鹿
大
堰
が
大
勢
に
よ
っ
て
切

り
崩
さ
れ
、
そ
の
内
の
二
名
を
召
し
捕
え
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
兼
定
嶋
村
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
尤
御
上
御
沙
汰

ニ
不
罷
成
、
下
ニ
而
取
扱
内
済
ニ
茂
仕
度
、
兼
定
嶋
村
支
配
組
頭
合
月
村
戸
枝

太
左
衛
門
方
へ
書
通
を
以
右
之
趣
内
達
仕
候
得
共
、
彼
方
ニ
而
ハ
御
役
筋
江
相

達
不
申
候
而
ハ
難
成
趣
之
由
返
書
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、
本
争
論
を
「
下
ニ
而
」

内
済
し
よ
う
と
、
兼
定
嶋
村
を
管
轄
す
る
大
庄
屋
戸
枝
太
左
衛
門
方
へ
書
付
を

も
っ
て
内
達
し
た
が
、
戸
枝
か
ら
は
役
筋
へ
上
申
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
の
返
答
が
あ
り
、
当
事
者
間
の
内
済
は
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
大
規
模
な
鳴
鹿
大
堰
を
め
ぐ
る
争
論
の
際
に
お
い
て
も
、
井
奉
行

は
ま
ず
内
済
を
調
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
本
争
論
は
、
国
許
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
幕

府
評
定
所
へ
訴
え
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幕
府
評
定
所
で
は
、
寺
社
奉
行
か
ら

取
り
調
べ
を
受
け
た
が
、
こ
の
際
、
井
奉
行
も
聴
取
さ
れ
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
国
許

で
検
使
役
人
に
よ
る
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
検
使
役
人
に
同
行
し
て

い
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
井
奉
行
は
、
十
郷
用
水
で
争
論
が
生
じ
た
際
、
ま
ず
は

内
済
を
取
り
計
ら
い
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
は
、
最
終
的
な
裁
許
が
出
る
ま

で
争
論
に
関
す
る
様
々
な
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
。

　

次
に
、
引
水
を
め
ぐ
る
争
論
の
際
の
機
能
を
確
認
し
た
い
。
渇
水
時
に
は
、

福
井
藩
に
対
し
各
村
々
か
ら
引
水
願
い
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
藩
役
人
に
よ

る
見
分
の
上
、
引
水
を
許
可
す
る
配
符
が
各
村
に
回
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
こ
で
は
、
坂

井
郡
下
関
村
の
引
水
を
事
例
に
検
討
す
る
。こ
の
事
例
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

争
論
処
理
だ
け
で
は
な
く
、
引
水
に
関
わ
る
井
奉
行
の
機
能
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
ず
は
、
寛
政
九
年
に
下
関
村
の
村
役
人
か
ら
井
奉
行
大
連
彦
兵
衛
に

宛
て
ら
れ
た
史
料
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
【
史
料
６
】（

（（
（

　
　
　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

　
　

一�

坂
井
郡
下
関
村
之
儀
ハ
、
従
先
年
御
田
地
及
渇
水
候
節
ハ
、
御
自
分
様

江
御
願
申
上
、
引
水
御
取
斗
被
成
下
候
、
既
ニ
当
巳
七
月
組
合
下
村
々

御
引
水
有
之
候
処
、
小
前
百
姓
共
一
致
不
仕
、
私
共
取
締
方
出
来
兼
候

而
、
組
合
村
与々
不
和
ニ
相
成
難
義
千
万
奉
存
候
、
依
之
以
後
下
関
村

之
儀
福
井
御
領
同
様
ニ
御
奉
行
様
御
取
斗
被
成
下
候
様
、
大
連
御
両
人

様
御
取
扱
被
下
過
分
忝
奉
存
候
、
然
上
ハ
向
後
私
共
村
方
御
田
地
旱
魃

之
節
御
願
申
上
候
ハ
ヽ
、
御
自
分
様
御
取
次
被
成
下
是
迄
之
通
御
取
斗

可
被
下
候
、
尚
又
御
配
符
通
少
茂
違
背
仕
間
鋪
候
、
為
後
日
仍
而
如
件

　
　
　
　
　

寛
政
九
巳
年
八
月　
　
　
　
　
　

下
関
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
領　

庄
屋　

権
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓　

弥
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代　

次
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾
領　

庄
屋　

吉
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓　

半
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代　

長
左
衛
門
㊞
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六
十
六
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
連
彦
兵
衛
殿

　

下
関
村
は
、
旗
本
萩
原
氏
知
行
所
と
西
尾
藩
領
の
相
給
村
落
で
あ
っ
た
。
当

時
ま
で
の
渇
水
時
の
引
水
は
、
大
連
彦
兵
衛
の
「
御
取
斗
」（
裁
量
）
で
行
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
村
内
の
小
前
百
姓
ら
の
ま
と
ま
り
が
な
く
、
他
村
の
引
水

時
に
下
関
村
の
小
前
百
姓
ら
が
不
埒
を
働
い
た
こ
と
が
あ
り（

（（
（

、
関
用
水
組
合（

（（
（

の

村
々
と
不
和
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
以
後
は
福
井
藩

領
と
同
様
に
用
水
奉
行
に
よ
る
引
水
の
「
御
取
斗
」（
裁
量
）
を
行
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
大
連
両
家
に
取
り
次
ぎ
を
願
い
、
そ
れ
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
礼
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
史
料
か
ら
は
、「
福
井
御
領
同
様
ニ
御
奉
行
様
御
取
斗
被
成
下
」
と
い

う
福
井
藩
の
用
水
奉
行
管
轄
で
行
わ
れ
る
引
水
と
、
井
奉
行
の
取
り
計
ら
い
に

よ
る
引
水
の
二
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
福
井
藩
領
で
は
な
い
村
々

は
、
井
奉
行
の
取
り
計
ら
い
に
よ
る
引
水
を
行
う
村
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
井
奉
行
の
取
り
計
ら
い
に
よ
る
引
水
時
は
、「
至
而
旱
魃
之
節
者
、
末
々
不

行
届
」（

（（
（

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
用
水
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
村

内
が
治
ま
ら
な
い
時
に
は
、
福
井
藩
に
よ
る
引
水
免
許
を
も
ら
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
た
だ
し
、「
用
水　

御
奉
行
様
御
出
張
御
引
水
之
節
、
支
配
大
連
彦
兵

衛
殿
差
添
ニ
而
御
免
許
願
ニ
罷
出
候
」（

（（
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
藩
に
よ
る
引
水
免

許
を
得
る
際
に
も
、
井
奉
行
が
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
の
下
関
村
の
引
水
を
め
ぐ
っ
て
は
、
後
年
に
も
村
落
間
に
お
け
る
も
め
ご

と
の
火
種
と
な
っ
た
。
天
保
九
年
に
、
下
関
村
と
同
じ
く
轟
木
江
組
合
に
属
し

た
上
番
村
か
ら
、
下
関
村
の
引
水
に
つ
い
て
、「
故
障
」
が
申
し
立
て
ら
れ
た
。

そ
の
際
に
、
下
関
村
村
役
人
が
井
奉
行
大
連
へ
宛
て
た
史
料
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
【
史
料
７
】（

（（
（

　
　
　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

　
　

一�

当
春
同
領
上
番
村
任
身
勝
手
ニ
字
中
井
分
水
口
一
件
ニ
付
、
俄
ニ
新
規

　

之
訴
訟
願
達
い
た
し
候
ニ
付
、
下
関
村
役
人
共
被
召
出
、
其
村
方
中

井
口
一
件
ニ
付
古
書
物
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
其
段
早
速
可
申
上
哉
ニ
被
仰

出
候
処
、
村
方
取
調
候
得
共
、
未
タ
相
見
へ
不
申
、
御
免
許
書
写
而
已

ニ
而
本
紙
之
儀
者
見
当
り
不
申
、
然
ル
所
貴
公
様
ニ
先
年
用
水　

御
役

御
先
役
様
方
之
御
本
紙
二
通
慥
成
証
拠
物
御
所
持
被
成
候
故
、
下
関
村

此
度
新
規
改
御
連
名
之
御
免
許
書
頂
戴
仕
、
此
度
貴
公
様
之
御
苦
労
之

由
難
有
奉
存
候
、
何
分
此
上
者
末
々
迄
不
相
替
様
、
下
関
村
願
出
候
節

ハ
、
在
来
通
御
差
紙
頂
戴
仕
候
様
幾
重
ニ
奉
願
上
候
、
右
御
礼
旁
村
役

人
共
印
判
一
札
差
上
申
所
仍
而
如
件

　
　
　
　
　

天
保
九
戌
十
一
月
日　
　
　
　
　
　

下
関
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

半
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　

井
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
役
人
四
名
連
印
略
）

　
　
　
　
　
　
　

大
連
彦
兵
衛
様

　

上
番
村
か
ら
の
訴
訟
に
よ
り
、
下
関
村
は
用
水
奉
行
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
引
水
免
許
の
証
拠
物
が
あ
る
の
か
と
問
わ
れ
た
が
、
下
関
村
に
あ
っ
た

の
は
免
許
状
の
写
し
の
み
で
、
本
紙
が
見
当
た
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
大
連
彦
兵
衛
が
本
紙
（
寛
政
九
年
時
の
も
の
）
を
所
持
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
、下
関
村
は
新
規
の
免
許
書
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
史
料
は
、

そ
の
こ
と
に
対
す
る
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
井
奉
行
が
引
水
を

め
ぐ
る
証
拠
物
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
関
村
の
引
水
の
権
利
が
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井
奉
行
の
職
掌

保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
の
用
水
争
い
の
特
質
と
し
て
、
渡
辺
尚
志
氏
は
、
①
先
例
主
義
、
②
文

書
主
義
・
証
拠
主
義
、
③
百
姓
成
り
立
ち
の
論
理
、
④
少
数
者
・
個
人
の
利
益

よ
り
大
多
数
・
集
団
の
利
益
の
優
先
の
四
つ
を
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
十
郷
用
水
の

井
奉
行
の
日
常
的
職
掌
と
し
て
、
②
に
関
連
す
る
機
能
が
多
々
み
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
前
述
し
た
通
り
、
井
奉
行
が
引
水
に
関
す
る
免
許
状
を
所
持
し
て
い
た

こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
井
奉
行
大
連
家
の
「
家
秘
簿
」
に
は
、「
明

和
八
卯
七
月　

三
五
簗
出
入
ニ
付
、
大
連
両
人
江
戸
へ
被
召
出
候
ハ
ヽ
、
荒
増

御
答
可
申
上
、
正
扣
覚
書
壱
冊
御
預
所
御
役
所
ゟ
被
仰
付
正
扣
一
冊
有
之　

布

フ
ロ
シ
キ
」（

（（
（

と
い
う
よ
う
に
、
争
論
の
関
係
書
類
を
「
布
フ
ロ
シ
キ
」
に
包
み

保
管
し
て
い
た
形
跡
が
数
多
く
う
か
が
え
る
。
他
の
地
域
の
用
水
組
合
で
は
、

近
世
後
期
に
な
り
、
用
水
組
合
の
管
理
の
担
い
手
が
増
え
る
中
で
、
用
水
に
関

わ
る
重
要
文
書
の
貸
借
や
編
纂
物
が
作
成
さ
れ
る
な
ど
、
用
水
に
関
わ
る
記
録

の
保
持
者
が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る（

（（
（

。
一
方
、
十
郷
用
水
で
は
、
そ
の
よ

う
な
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
井
奉
行
が
そ
れ
ら
を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
証

拠
主
義
の
中
に
お
け
る
井
奉
行
の
立
ち
位
置
は
変
わ
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

前
述
の
用
水
争
い
の
特
質
の
う
ち
、
①
先
例
主
義
に
つ
い
て
も
、
当
該
地
の

用
水
争
論
に
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
文
化
六
年
に
、「
水
戸
築
立
候
内
組
合
人

足
共
之
内
我
勢
強
気
相
働
、
両
大
連
様
御
差
図
を
も
相
拒
御
両
人
様
へ
も
手
向

ひ
大
勢
騒
立
御
怪
我
為
仕
」（

（（
（

と
あ
り
、
横
落
堤
の
水
戸
合
の
築
番
組
合
で
あ
っ

た
河
間
村
の
者
が
井
奉
行
大
連
の
指
図
を
拒
否
し
、
彼
等
に
怪
我
を
さ
せ
る
事

件
が
生
じ
た
。
そ
の
場
に
い
た
上
番
村
と
東
長
田
村
の
も
の
が
内
済
し
、
河
間

村
清
三
郎
を
捕
え
、
詫
証
文
を
取
り
、
大
連
か
ら
も
内
済
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

の
際
に
、築
番
組
合
の
村
々
か
ら
出
さ
れ
た
詫
証
文
の
中
に
は
、「
井
番
彦
兵
衛
・

三
郎
左
衛
門
差
図
ニ
随
ひ
、
古
法
通
厳
敷
相
守
用
水
路
無
差
支
様
可
仕
旨
委
細

承
知
奉
畏
候
」
と
あ
り
、
今
後
は
大
連
両
家
の
指
図
に
従
い
、「
古
法
」
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
河
間
村
清
三
郎
が
大
連
両
名
へ
「
不
法
」
を

働
い
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
大
連
両
家
へ
「
強
気
相
働
」
き
、
怪

我
を
さ
せ
る
ま
で
の
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
よ
う
な
事
態
を
契
機
と
し
て
、
大
連
両
家
の
主
導
の
も
と
、「
古
法
通
」、

す
な
わ
ち
先
例
に
基
づ
い
た
用
水
管
理
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

３　

小
括

　

以
上
の
通
り
、
井
奉
行
の
職
掌
は
、
①
鳴
鹿
堰
・
横
落
堤
の
普
請
管
理
、
②

用
水
争
論
の
処
理
で
あ
っ
た
。
用
水
争
論
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
先
例
主
義
・

証
拠
主
義
が
重
視
さ
れ
る
中
で
、井
奉
行
は
関
連
文
書
を
手
元
に
保
持
し
、様
々

な
用
水
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
多
々
用
い

た
井
奉
行
大
連
家
の
「
家
秘
簿
」
の
跋
文
に
、
そ
の
作
成
契
機
が
「
於
役
前
相

尋
度
時
ハ
事
繁
故
容
易
難
見
着
ニ
付
、
累
代
之
旧
記
要
文
而
已
抜
出
、
其
村
其

人
之
印
所
為
証
印
所
年
号
調
、
尚
後
代
之
者
為
令
安
見
附
」
と
書
か
れ
、
後
代

の
人
が
役
所
か
ら
種
々
尋
ね
ら
れ
た
際
に
関
連
文
書
を
見
つ
け
易
く
し
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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お 

わ 

り 

に

　

以
上
、
二
章
に
わ
た
っ
て
、
十
郷
用
水
の
基
礎
情
報
を
ま
と
め
、
井
奉
行
の

職
掌
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
詳
細
な
事
項
は
本
論
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
要
点

だ
け
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
九
頭
竜
川
か
ら
取
水
し
、
坂
井
郡
を
ほ
ぼ
北
西
に
貫
流
す
る
十
郷
用

水
は
、
約
一
一
八
か
村
の
大
規
模
用
水
組
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
部
に
は
、
高

椋
用
水
・
磯
部
用
水
・
狭
義
の
十
郷
用
水
が
存
在
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
内
部
に

は
、
小
規
模
な
水
利
結
合
（
小
江
筋
）
が
存
在
し
た
。
ど
の
水
利
結
合
も
構
成

村
を
み
て
み
る
と
、
領
主
支
配
は
ま
だ
ら
で
あ
り
、
生
産
・
生
活
を
契
機
と
す

る
村
々
の
結
合
体
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
十
郷
用
水
に
は
、
中
世
か
ら
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
用
水
の
管

理
者
が
存
在
し
、
近
世
に
は
井
奉
行
と
し
て
十
郷
用
水
の
村
々
を
ま
と
め
る
役

割
を
担
っ
た
。「
家
秘
簿
」
の
中
に
は
、「
私
共
支
配
下
之
義
ハ
御
他
領
交
故
取

扱
甚
難
儀
ニ
御
座
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
記
述
に
表
れ
て
い

る
通
り
、
領
主
支
配
錯
綜
地
域
の
中
で
、
用
水
の
管
理
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
具
体
的
な
職
務
は
、
①
鳴
鹿
堰
・
横
落
堤
の
普
請
管
理
、
②
用
水
争

論
の
処
理
で
あ
っ
た
。
特
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
証
拠
主
義
が
重
視
さ
れ
る

近
世
の
用
水
組
合
に
お
い
て
、
重
要
文
書
を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
記

録
の
所
持
者
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
、「
十
郷
惣
代
」
と
い
う
新
た
な
役
職
が
成

立
し
、
井
奉
行
と
と
も
に
用
水
管
理
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
変

化
が
生
じ
て
も
な
お
、
井
奉
行
が
近
代
ま
で
存
在
し
続
け
た
要
因
は
、
用
水
組

合
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
中
で
、
古
記
録
の
所
持
者
と
し
て
確
固
た
る
位
置
を

占
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
更
な
る
実
態
解

明
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
主
に
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
を
使
用
し
、
同
家
が
担
っ
て
い
た
井

奉
行
と
し
て
の
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
。
よ
っ
て
、「
用
水
御
用
記
録
」
中
に

併
記
さ
れ
て
い
る
春
日
神
社
の
神
職
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
敢
え
て
触

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
井
奉
行
と
春
日
社
守
の
職
務
は
、
密
接
な
関
係
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
考
は
他
日
を
期
し
た
い
。

註（
１
）
久
留
島
浩
「
直
轄
県
に
お
け
る
組
合
村
―
惣
代
庄
屋
制
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』

第
五
〇
四
号
、
一
九
八
二
年
、
の
ち
同
『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』、
東
京
大
学
出

版
会
、二
〇
〇
二
年
所
収
）、志
村
洋
「
近
世
後
期
の
地
域
社
会
と
大
庄
屋
制
支
配
」（『
歴

史
学
研
究
』
第
七
二
九
号
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。
越
前
国
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、

野
尻
泰
弘
『
近
世
日
本
の
支
配
構
造
と
藩
地
域
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

（
２
）
喜
多
村
俊
夫
『
日
本
灌
漑
水
利
慣
行
の
史
的
研
究　

総
論
篇
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
〇
年
）、
川
島
孝
「
近
世
用
水
争
論
の
研
究
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
六
五
号
、

一
九
七
四
年
）、
大
塚
英
二
「
水
利
秩
序
の
変
容
と
地
域
・
村
落
間
格
差
」（『
地
方
史

静
岡
』
第
一
七
号
、
一
九
八
九
年
、
の
ち
同
『
日
本
近
世
地
域
研
究
序
説
』、
清
文
堂
、

二
〇
〇
八
年
所
収
）、渡
辺
尚
志
『
百
姓
た
ち
の
水
資
源
戦
争
』（
草
思
社
、二
〇
一
四
年
）

な
ど
。

（
３
）
前
掲
註
（
２
）
喜
多
村
著
書
。
こ
の
ほ
か
に
、
川
島
孝
「
近
世
河
川
灌
漑
に
お
け
る
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井
奉
行
の
職
掌

用
水
組
合
の
研
究
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
六
二
号
、
一
九
九
〇
年
）、
貝
塚
和
実
「
近
世

水
利
秩
序
の
構
造
と
展
開
」（『
埼
玉
県
史
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（
４
）『
鳴
鹿
村
誌
』（
鳴
鹿
村
、
一
九
五
二
）、『
新
考
坂
井
郡
誌
』（
坂
井
郡
社
会
科
研
究

会
、
一
九
五
四
年
）、『
芦
原
町
史
』（
芦
原
町
、
一
九
七
三
年
）、『
丸
岡
町
史
』（
丸
岡
町
、

一
九
六
七
年
）、『
福
井
県
史
』
通
史
編
三
近
世
一
、（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）、『
新
修

坂
井
町
誌
』
通
史
編
（
坂
井
市
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
５
）
み
く
に
龍
翔
館
編
『
み
く
に
龍
翔
館
第
二
十
八
回
特
別
展　

十
郷
用
水
も
の
が
た
り
』

（
み
く
に
龍
翔
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
６
）
西
節
子
「
十
郷
用
水
に
お
け
る
近
世
的
用
水
管
理
体
系
の
成
立
」（『
金
沢
大
学
法
文

学
部
論
集　

史
学
編
』
二
〇
号
、
一
九
七
三
年
）。

（
７
）「
用
水
御
用
記
録
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
越
前
史
料
、一
二
八
六
～
一
二
九
七
）、「
家

秘
簿
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
越
前
史
料
、
七
〇
四
～
七
〇
九
）。「
用
水
御
用
記
録
」
に

つ
い
て
は
、
福
井
県
文
書
館
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
中
に
六
冊
存
在
す
る
が
、
国
文
学
研

究
資
料
館
越
前
史
料
に
は
、
三
冊
分
（
一
二
冊
に
分
冊
）
し
か
な
い
。
ま
た
、「
家
秘
簿
」

の
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
以
降
、
典
拠
と
し
て
示
す
場
合
に
は
、
便
宜
上
、
資
料

名
と
冊
子
番
号
（
国
文
学
研
究
資
料
館
越
前
史
料
版
）
の
み
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
８
）
前
掲
註
（
４
）・（
５
）、『
福
井
県
史
』
通
史
編
二
中
世
（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）。

（
９
）
前
掲
註
（
５
）
み
く
に
龍
翔
館
『
図
録
』
に
、〈
表
１
〉
の
典
拠
と
同
じ
史
料
か
ら

分
析
し
た
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
は
、
記
載
項
目
が
多
彩
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
こ
で
は
、
構
成
村
と
支
配
の
み
整
理
し
た
〈
表
１
〉
を
掲
載
し
た
。

（
10
）
嘉
永
三
年
「
十
郷
用
水
磯
部
高
椋
役
高
幷
神
明
役
高
御
領
別
帳
」（
福
井
県
文
書
館
写

真
帳
、
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、
資
料
群
番
号
Ｃ
〇
〇
一
三
―
資
料
番
号
〇
〇
二
二
二
）。

以
下
、「
家
秘
簿
」・「
用
水
御
用
記
録
」・「
用
水
引
水
配
符
」
以
外
の
使
用
史
料
は
す
べ

て
福
井
県
文
書
館
写
真
帳
を
用
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
記
載
は
省
略
す
る
。
ま
た
、
福

井
県
文
書
館
写
真
帳
を
用
い
る
場
合
に
は
、
初
出
の
み
資
料
群
番
号
を
記
し
、
以
降
は

所
蔵
者
名
と
資
料
番
号
の
み
記
す
。

（
11
）
宝
暦
五
年
「
差
上
申
一
札
之
事
（
鳴
鹿
堰
争
論
ニ
付
幕
府
裁
許
請
証
文
）」（
大
連
彦

兵
衛
家
文
書
、
〇
〇
一
五
五
）
な
ど
。

（
12
）
慶
長
二
年
「
定
（
堀
秀
治
定
書
）」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、
〇
〇
〇
二
四
）。

（
13
）
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
大
連
次
郎
兵
衛
（
彦
兵
衛
家
）
が
死
去
し
た
際
に
祖
母

か
ら
幕
領
代
官
に
提
出
さ
れ
た
願
書
を
み
る
と
、
次
郎
兵
衛
の
息
子
彦
四
郎
が
幼
少
で
、

「
相
役
大
連
三
郎
左
衛
門
も
罷
立
申
御
事
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
諸
事
相
談
を
以
相
勤
さ
せ
可

申
候
」
と
あ
る
た
め
、こ
の
頃
に
は
、大
連
三
郎
左
衛
門
も
井
奉
行
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（「
家
秘
簿
」
一
）。

（
14
）
大
連
両
家
と
も
下
番
村
に
居
住
し
、
次
郎
兵
衛
―
彦
兵
衛
家
を
東
大
連
、
三
郎
左
衛

門
家
を
西
大
連
と
呼
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
15
）
福
井
藩
に
よ
る
井
奉
行
へ
の
給
米
の
支
払
い
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
が
初
出
で

あ
る
（「
家
秘
簿
」
一
）。
本
文
中
の
井
奉
行
の
給
米
に
関
わ
る
記
述
は
、す
べ
て
〈
表
３
〉

の
典
拠
史
料
に
拠
る
。

（
16
）「
家
秘
簿
」
六
。

（
17
）『
福
井
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
体
系
一
八
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
18
）『
丸
岡
城
略
史
』（
五
徳
会
、一
九
七
四
年
）、天
明
六
年｢

越
前
国
丸
岡
分
限
帳｣

（
浄

光
寺
文
書
、
Ｃ
〇
〇
一
九
―
〇
〇
五
六
四
）。

（
19
）（
寛
延
四
年
）「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候
（
鳴
鹿
大
堰
切
流
ニ
付
願
書
）」（
土
肥

孫
左
衛
門
家
文
書
、
〇
〇
〇
二
三
）
で
は
、
丸
岡
藩
井
奉
行
三
名
か
ら
丸
岡
藩
の
「
用

水
御
奉
行
様
」
に
宛
て
て
、
宝
暦
期
の
鳴
鹿
堰
切
落
し
出
入
（
後
述
）
の
発
端
を
知
ら
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せ
る
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
分
限
帳
な
ど
に
は
表
出
し
な
い
が
、
郡
代
所
頭

取
と
勘
定
所
頭
取
が
兼
務
し
て
い
た
役
職
と
し
て
用
水
奉
行
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ

る
。

（
20
）「
用
水
御
用
記
録
」
一
〇
。

（
21
）
延
享
四
年
～
寛
政
二
年
「（
年
貢
金
等
請
取
通
綴
）」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、

〇
〇
〇
四
三
）、
慶
応
二
年
「
戸
籍
男
女
人
数
改
五
人
組
下
帳
」（
下
番
区
有
文
書
、
Ｃ

〇
〇
二
二
―
〇
〇
〇
四
九
）。

（
22
）「
家
秘
簿
」
五
。

（
23
）「
家
秘
簿
」
六
、
天
保
一
二
～
安
政
二
年
「
御
用
留
」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、

〇
〇
〇
五
二
）。

（
24
）
享
保
一
〇
年
「
差
上
申
証
文
之
事
（
一
揆
不
参
加
ニ
付
差
上
証
文
）」（
土
肥
孫
左
衛

門
家
文
書
、
Ｃ
〇
〇
一
一
―
〇
〇
〇
〇
六
）。
以
下
、
土
肥
家
文
書
と
略
記
す
る
。

（
25
）
正
徳
四
年
「
田
畑
請
帳
之
写
手
鏡
」（
土
肥
家
文
書
、
〇
〇
一
〇
七
）。

（
26
）「
家
秘
簿
」
六
。

（
27
）
嘉
永
四
年
「
乍
恐
書
付
を
奉
願
上
候
（
門
木
戸
再
建
御
免
願
）」（
土
肥
家
文
書
、

〇
〇
〇
三
〇
）。

（
28
）
明
和
八
年
「
定
重
組
村
々
高
人
別
帳
扣
」（
高
椋
節
夫
家
文
書
、
Ｃ
〇
〇
二
七
―

〇
〇
一
七
七
）。
以
下
、
高
椋
家
文
書
と
略
記
す
る
。

（
29
）
こ
の
点
は
、
前
掲
註
（
５
）
み
く
に
龍
翔
館
『
図
録
』
に
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）
明
治
一
一
年
「
十
郷
総
社
中
・
下
番
両
村
入
合
地
鎮
座　

式
内
井
口
神
社
・
郷
社
春

日
神
社
由
緒
書
」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、〇
〇
〇
六
七
）。
作
成
者
は
大
連
三
郎
左
衛
門
。

（
31
）
万
治
元
年
「
春
日
神
廟
記
」（
大
連
三
郎
左
衛
門
家
文
書
、
Ｃ
〇
〇
一
四
―

〇
〇
〇
一
九
）。
作
成
者
は
大
連
国
栄
（
彦
兵
衛
家
）。

（
32
）
年
不
詳
「（
土
肥
三
五
左
衛
門
家
由
緒
書
）」（
土
肥
家
文
書
、
〇
〇
一
四
八
）。

（
33
）『
福
井
県
史
』
通
史
編
二
中
世
（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）。
春
日
神
社
の
勧
請
年
に

は
諸
説
あ
る
。

（
34
）
宝
暦
六
年
「
御
尋
被
遊
候
ニ
付
書
附
を
以
申
上
候
（
大
連
由
緒
書
）」（
大
連
彦
兵
衛

家
文
書
、
〇
〇
〇
〇
五
）
な
ど
。

（
35
）
鳴
鹿
堰
普
請
請
負
制
に
つ
い
て
は
、『
芦
原
町
史
』（
芦
原
町
、
一
九
七
三
年
）
が
詳

し
い
。
本
稿
で
は
重
複
を
避
け
ず
に
、
普
請
請
負
制
の
実
態
に
つ
い
て
詳
述
し
な
が
ら
、

井
奉
行
の
関
与
の
仕
方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

（
36
）「
家
秘
簿
」
三
。

（
37
）「
家
秘
簿
」
三
。

（
38
）「
用
水
御
用
記
録
」
四
。

（
39
）「
丁
場
小
割
」
と
は
、
普
請
の
絵
図
を
作
成
し
、
磯
部
・
高
椋
・
十
郷
の
担
当
箇

所
・
堰
の
長
さ
を
定
め
た
上
で
、
普
請
請
負
人
の
受
け
持
ち
分
を
決
め
る
作
業
の
こ

と
（
天
明
五
年
「
鳴
鹿
井
口
掘
大
堰
御
普
請
所
諸
色
附
留
帳
」
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、

〇
〇
一
〇
九
）。

（
40
）
前
掲
註
（
39
）「
鳴
鹿
井
口
堀
大
堰
御
普
請
所
諸
色
附
留
帳
」。

（
41
）「
山
竹
田
へ
藤
杭
改
ニ
参
、
請
取
申
候
、
丸
岡
ゟ
立
会
、
甲
斐
吉
太
夫
殿
」（
前
掲
註

（
39
）「
鳴
鹿
井
口
堀
大
堰
御
普
請
所
諸
色
附
留
帳
」）
と
あ
り
、
丸
岡
藩
の
役
人
が
立
ち

会
っ
て
い
た
こ
と
わ
か
る
。「
家
秘
簿
」
六
に
よ
れ
ば
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
頃
か

ら
は
福
井
藩
用
水
奉
行
の
下
役
も
立
ち
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（
42
）「
用
水
御
用
記
録
」
八
。

（
43
）
文
政
一
〇
年
「
乍
恐
指
上
申
御
請
書
之
事
（
鳴
鹿
用
水
大
堰
所
入
用
藤
杭
納
入
ニ
付

吉
谷
村
等
三
か
村
請
状
）」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、〇
〇
二
五
七
）。
資
材
供
出
村
と
し
て
、
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黒
滝　

井
奉
行
の
職
掌

①
曽
谷
村
・
岡
村
や
、
②
下
竹
田
村
・
上
竹
田
村
の
名
も
み
え
る
が
、
①
は
山
竹
田
村

の
枝
村
で
、②
は
山
竹
田
村
分
村
後
の
村
名
で
あ
る
（「
家
秘
簿
」
四
、『
福
井
県
の
地
名
』

日
本
歴
史
地
名
体
系
一
八
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）。
よ
っ
て
、
本
文
中
で
は
、
山
竹

田
村
に
統
一
し
て
表
記
し
た
。

（
44
）
年
不
詳
「
指
上
申
一
札
之
事
（
先
格
ニ
準
ジ
代
米
下
渡
願
）」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、

〇
〇
二
六
五
）。

（
45
）
文
政
元
年
「
御
預
所
福
井
丸
岡
高
柳
鳴
鹿
用
水
掛
高
御
給
米
藤
杭
代
米
仕
訳
帳
」（
大

連
彦
兵
衛
家
文
書
、
〇
〇
〇
九
三
）。

（
46
）
文
化
一
五
年
「
引
請
申
藤
杭
証
文
之
事
（
鳴
鹿
用
水
御
普
請
入
用
藤
杭
の
鳴
鹿
村
・

上
浄
法
寺
村
引
請
ニ
付
）」（
高
椋
家
文
書
、
〇
〇
〇
〇
七
）。

（
47
）
文
化
一
四
年
「
差
上
申
証
文
之
事
（
鳴
鹿
大
堰
普
請
用
藤
杭
請
負
証
文
）」（
土
肥
家

文
書
、
〇
〇
〇
二
二
）。

（
48
）「
用
水
御
用
記
録
」
二
。

（
49
）
宝
暦
一
三
年
「
未
夏
鳴
鹿
井
口
弐
番
堀
請
負
渡
賃
銀
割
取
立
帳
」（
大
連
彦
兵
衛
家

文
書
、
〇
〇
二
九
六
）。

（
50
）
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
は
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
確
認
で
き
る
（「
用
水
御

用
記
録
」
一
）。
そ
れ
よ
り
前
に
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
は
、
史
料
的
制
約
上
不
明
で
あ
る
。

（
51
）
享
保
二
年
「
鳴
鹿
用
水
方
万
留
万
歳
帳
」（
土
肥
家
文
書
、
〇
〇
〇
四
五
）。

（
52
）「
用
水
御
用
記
録
」
三
。

（
53
）
寛
政
七
年
「
指
上
申
一
札
之
事
（
横
落
堤
築
番
組
内
不
和
ニ
付
願
書
）」（
大
連
彦
兵

衛
家
文
書
、
〇
〇
二
六
八
）。
こ
の
際
は
、
上
組
合
が
上
兵
庫
村
・
下
兵
庫
村
の
二
か
村
、

下
組
合
が
轟
木
村
・
大
味
村
・
中
野
村
・
西
村
・
東
村
・
蔵
垣
内
村
・
大
口
中
村
・
五

本
村
の
八
か
村
で
あ
っ
た
。

（
54
）
鳴
鹿
堰
の
見
分
や
、
井
落
し
寄
合
に
参
加
す
る
「
例
格
之
村
々
」
は
横
落
堤
の
水
戸

合
を
行
う
村
々
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
前
掲
註
（
６
）
西
論
文
に
よ
れ
ば
、
一
八

世
紀
後
期
に
お
け
る
「
例
格
之
村
々
」
は
一
部
固
定
化
し
て
い
た
と
い
う
。

（
55
）「
用
水
御
用
記
録
」
四
。

（
56
）
享
保
一
四
年
「
酉
歳
十
郷
井
下
（
村
々
諸
色
盛
帳
）」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、

〇
〇
一
〇
〇
）。

（
57
）
天
保
六
年
「
鳴
鹿
用
水
立
会
勘
定
帳
」（
土
肥
家
文
書
、
〇
〇
〇
五
九
）。

（
58
）
文
化
一
四
年
「
相
渡
申
請
負
証
文
之
事
（
十
郷
村
々
用
水
鳴
鹿
御
普
請
所
ニ
付
）」（
土

肥
家
文
書
、
〇
〇
〇
二
九
）。

（
59
）
前
掲
註
（
４
）
各
自
治
体
史
、
自
治
体
史
刊
行
後
に
は
、
吉
田
健
「
鳴
鹿
大
堰
切
り

崩
し
事
件
の
新
資
料
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
、二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
60
）（
寛
延
四
年
）「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候
（
鳴
鹿
大
堰
切
流
ニ
付
願
書
）」（
土
肥

家
文
書
、
〇
〇
〇
二
四
）。

（
61
）
宝
暦
三
年
「
鳴
鹿
堰
出
入
御
評
定
所
対
決
留
書
」（
重
森
邦
夫
家
文
書
、
Ｃ
〇
〇
四
六

―
〇
〇
〇
六
九
）。

（
62
）
宝
暦
三
年
「
覚
（
鳴
鹿
大
堰
出
入
ニ
付
）」（
土
肥
家
文
書
、
〇
〇
〇
七
九
）。

（
63
）
年
不
詳
「
用
水
引
水
配
符　

三
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
越
前
史
料
、
一
三
〇
一
）、

前
掲
註
（
６
）
西
論
文
。

（
64
）
寛
政
九
年
「
差
上
申
一
札
之
事
（
引
水
な
ど
福
井
領
同
様
取
計
ニ
付
」（
大
連
彦
兵

衛
家
文
書
、
〇
〇
一
八
七
）。

（
65
）「
外
村
御
引
水
中
も
小
前
之
百
姓
共
不
埒
相
働
、
年
々
組
合
村
々
不
和
ニ
相
成
難
儀

仕
候
」
と
あ
る
（
寛
政
九
年
「
指
上
申
書
附
之
事
（
引
水
な
ど
福
井
領
同
様
あ
つ
か
い

ニ
付
願
書
）」
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、
〇
〇
二
七
一
）。
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
六
巻
一
号

（
66
）
下
関
村
は
、前
掲
註
（
63
）「
用
水
引
水
配
符
」
に
よ
る
と
、「
本
庄
轟
木
江
組
合
」
と
「
十

郷
用
水
之
内
関
用
水
井
組
」
に
属
し
て
い
る
。
寛
政
期
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
に

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
後
者
の
関
用
水
組
合
に
お
け
る
引
水
で
あ
り
、
後
述
す
る
天
保

期
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
轟
木
江
組
合
に
お
け
る
引
水
で
あ
る
。

（
67
）
前
掲
註
（
65
）「
指
上
申
書
附
之
事
」。

（
68
）
天
保
九
年
「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候
（
下
関
村
中
江
筋
引
水
ニ
付
）」（
大
連
彦

兵
衛
家
文
書
、
〇
〇
二
五
八
）。

（
69
）
天
保
九
年
「
差
上
申
一
札
之
事
（
証
拠
書
類
提
出
ノ
件
礼
旁
、
引
水
免
許
状
下
付
の

差
紙
ニ
付
願
」（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
、
〇
〇
二
八
五
）。

（
70
）
前
掲
註
（
２
）
渡
辺
著
書
。

（
71
）「
家
秘
簿
」
四
。
こ
の
一
件
は
、簗
漁
を
め
ぐ
り
井
奉
行
土
肥
三
五
左
衛
門
と
二
屋
村
・

楽
間
村
と
の
間
で
生
じ
た
。

（
72
）
工
藤
航
平
『
近
世
蔵
書
文
化
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
73
）「
家
秘
簿
」
五
。

（
74
）「
家
秘
簿
」
二
。
前
掲
註
（
６
）
西
論
文
。


